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平成３０年度旭川市病院事業会計決算の概要 

 

平成 30 年度決算は，１人当たりの診療単価が増えたことなどにより，入院収益，外来収益ともに前年度

を上回りました。最終的な病院の損益を示す純損益も前年度に続き黒字となりました。 

資金面においては，単年度資金収支では1億1千317万 3千円の赤字ではあるものの，前年度から赤字額

を5億1千564万 1千円圧縮することができました。一方で，企業債の償還金の負担が重く，資金残高はマ

イナス7億9千562万 2千円となり，資金不足比額は増加してしまいました。 

このような状況を受け，企業債の借換えによる償還の平準化や電気供給契約の入札実施による経費削減な

どに取り組むとともに，救急車受入れの徹底や新たな診療報酬の加算の取得など，今年度行った取組を継続

しながら経営改善に努め，市立病院として市民に求められる役割を果たしてまいります。 

 

１ 平成３０年度決算の内容 

(1) 患者数 

 

 

  (2) 収益的収入・支出（税込） 
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(3) 資本的収入・支出（税込） 

 

 

 

２ 財務諸表 

(1) 損益計算書 

１年間の企業活動の経営成績を表します 
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(2) 貸借対照表 

年度末における財産の状態を表します。 

   

 

３ 経営状況（主な財務指標） 

(1) 損 益 

損益計算     平成30年度純損益 ＋6億4千 105万 5千円     

平成29年度の純利益8千869万円から，平成30年度は6億4千105万5千円の純利益を生じており，

引き続き黒字となりました。 

 

(2) 資金収支・資金残高 

資金収支計算 平成30年度収支   1億 1千 317万 3千円収支不足  

資金残高（マイナスは不足）平成30年度末残高 －7億 9千 562万 2千円     

資金残高は，流動資産と流動負債（企業債を除く）の差で表され，現在当院は資金不足が発生してい

る状況です。資金収支は，前年度と今年度の資金残高の増減で実質的な収支状況を表します。 

 

（3）資金不足比率 

資金不足比率は，資金不足の状況を表し，次の式で算出されます。当院においては，平成 29 年度か

ら資金不足比率を計上することとなりました。  

   

 


